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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
常
軌
を
逸
し

た
災
害
続
き
で
あ
る
。
二
〇
〇
掴

年
十
二
月
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地

震
・
津
波
。
○
五
年
三
月
の
ニ
ア

ス
島
地
震
。
○
六
年
五
月
の
ジ
ャ

ワ
島
中
部
地
震
、
六
月
の
ス
ラ
ウ

ェ
シ
島
洪
水
、
七
月
の
ジ
ャ
ワ
島

津
波
。
す
べ
て
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国

籍
医
師
団
を
派
遣
し
て
き
た
。

　
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
・
津
波

は
二
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
た
大

災
害
だ
っ
た
。
死
者
・
不
明
者
が

二
十
二
万
人
以
上
。
現
在
で
も
復

興
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
な
い
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
日
本
本
部
と
九
力
国

の
支
部
が
協
力
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
と
ス
リ
ラ
ン

カ
、
イ
ン
ド
に
計
百
人
以
上
の
ス

タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
救
援
活
動
を

一り
、
二
十
八
日
か
ら
救
援
医
療
活

動
を
開
始
し
た
。
現
在
は
、
ア
チ

ン
デ
ィ
・
フ
ス
ニ
・
タ
ン
ラ
Ａ
Ｍ
つ
は
仰
鼓
て
燎
埴
　
一
て
2
J
＆
4

J
1
1
‐
'
l
x
‐
ド
ー
」
一

Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
長
の
存
の
大
半
が
死
亡
し
稼
働
し
て
い
な
彼
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
入
科
、
耳
鼻
科
、
精
神
科
教
授
な
ど

在
が
大
き
か
っ
た
。
同
支
部
は
ス
か
っ
た
。
幸
い
に
も
陸
軍
病
院
が
ラ
ウ
’
ェ
シ
島
で
初
の
イ
ス
ラ
ム
教
多
く
の
分
野
で
要
職
に
就
い
て
い

マ
ト
ラ
か
ら
三
千
～
も
離
れ
た
ス
残
っ
て
お
り
、
院
長
が
パ
ト
ル
ー
徒
の
医
師
と
な
っ
た
。
ス
カ
ル
ノ
る
。
広
高
大
関
係
の
支
援
者
の
方

ラ
ウ
ェ
シ
島
マ
カ
ッ
サ
ル
に
あ
シ
教
授
の
教
え
子
だ
っ
た
。
一
階
大
統
領
治
世
下
の
ス
ル
タ
ン
の
没
々
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上

る
。
発
生
当
日
の
午
後
、
私
は
夕
は
泥
ま
み
れ
で
三
百
体
以
上
の
遺
落
で
ま
さ
に
蛍
雪
時
代
を
過
ご
し
げ
た
い
。

ン
ラ
支
部
長
に
国
際
電
話
を
か
け
体
が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
。
少
な
た
。
広
島
大
大
学
院
医
学
部
麻
酔
　
タ
ン
ラ
支
部
長
は
現
在
六
十
三

た
。
「
貴
国
の
ス
マ
ト
ラ
で
大
災
い
食
糧
と
寝
る
場
所
を
分
け
て
も
科
で
医
学
博
士
号
を
修
得
。
以
後
歳
。
人
生
の
後
半
を
、
意
欲
と
能

害
が
発
生
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
ら
い
外
科
手
術
を
開
始
し
た
。
　
は
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
の
若
い
イ
ス
ラ
カ
の
あ
る
若
者
に
機
会
を
与
え
る

シ
ア
支
部
か
ら
医
療
矛
・
‐
ム
を
派
　
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
で
は
生
き
残
っ
ム
教
徒
に
医
師
に
な
る
機
会
と
卒
公
正
さ
の
実
現
に
費
や
し
て
き

感
謝
を
忘
れ
ず
国
際
貢
献

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
災
害
救
援

た
麻
酔
科
医
は
一
人
だ
け
だ
っ

た
。
同
支
部
は
今
も
ハ
サ
ヌ
デ
ィ

ン
大
か
ら
麻
酔
科
医
を
送
り
続
け

ェ
州
南
ア
チ
ェ
県
で
巡
回
診
療
と
遣
し
て
ほ
し
い
」
。
三
時
間
後
に
て
い
る
。
広
島
県
か
ら
は
竹
原
市

保
健
衛
生
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
返
答
が
来
た
。
「
明
日
、
医
療
チ
の
安
田
病
院
か
ら
安
田
真
衣
子
医

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ム
を
派
遣
し
ま
す
よ
」
　
　
　
　
師
が
三
ヵ
月
間
、
現
地
の
病
院
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
大
の
パ
ト
ル
ー
シ
外
科
教
授
が
ん
ぱ
っ
て
く
れ
た
。

　
○
　
Ｏ
　
ｏ
　
　

を
り
Ｉ
ダ
ー
と
す
る
医
療
チ
ー
ム
　
タ
ン
ラ
支
部
長
は
南
ス
ラ
ウ
ェ

　
な
ぜ
、
津
波
発
生
の
翌
日
に
、
が
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
に
到
着
し
た
シ
の
ス
ル
タ
ン
の
家
系
で
あ
る
。

最
初
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
バ
ン
ダ
ア
時
、
町
中
の
至
る
所
で
膨
れ
上
が
ス
ル
タ
ン
と
は
イ
ス
ラ
ム
教
共
同

チ
ェ
に
入
れ
た
の
か
。
ハ
サ
ヌ
デ
　
っ
た
遺
体
が
異
臭
を
放
っ
て
い
体
の
り
Ｉ
ダ
ー
。
オ
ラ
ン
ダ
植
民

ィ
ン
大
医
学
部
麻
酔
科
教
授
の
ア
た
。
六
つ
の
総
合
病
院
の
う
ち
四
地
時
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
医
師

業
後
の
研
修
機
会
を
与
え
る
こ
と

を
、
使
命
の
Ｉ
つ
と
し
て
い
る
。

　
　
○
　
Ｏ
　
Ｏ

た
。
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
交

流
推
進
の
功
績
で
○
四
年
度
に
外

務
大
臣
表
彰
に
輝
い
て
い
る
。
楽

天
的
で
積
極
的
。
口
ぐ
せ
は
フ

ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
」
で
あ
る
。
「
千

里
の
道
も
一
歩
か
ら
」
と
「
貧
し

い
留
学
生
だ
っ
た
私
に
親
切
だ
っ

た
広
島
の
人
の
こ
と
を
死
ぬ
ま
で

　
現
在
ま
で
広
島
大
大
学
院
に
は
忘
れ
な
い
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
。

彼
の
後
輩
が
多
く
学
ん
で
い
る
。
　
私
は
兄
と
し
て
尊
敬
し
て
い
る

尾
道
市
民
病
院
は
三
ヵ
月
交
代
で
タ
ン
ラ
教
授
の
存
在
に
心
か
ら
惑

ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
医
学
部
の
麻
酔
謝
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
と
同
時

科
医
の
臨
床
研
修
を
受
け
入
れ
て
に
、
彼
ら
の
母
国
に
お
け
る
医
療

い
る
。
彼
ら
は
博
士
号
を
授
与
し
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
が
、
最
も

て
く
れ
た
広
島
大
に
愛
着
と
誇
り
分
か
り
や
す
い
国
際
貢
献
活
動
で

を
持
ち
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
の
学
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
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